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去
る
七
月
二
十
三
日
か
ら
三

日
間
新
庄
市

を
中
心

に
聞

か
れ

た
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会

で、
剣
道
男
子
団
体
と
テ
ニ
ス

個
人
が
県一

の
栄
誉

に
輝

き
ま

し
た。剣

道
男
子
団
体
は
D

ブ
ロ
ッ

ク
の
三
校
を
打
倒

し
準
決
勝
へ

進
出。
上
山
北
中

を
三
対一

（

一
引

分）
で
破
っ
た
あ
と、
決

勝
で
は
圧
内

の
強
豪、
遊
佐
藤

崎
中

と
対

戦、
四
対一
と
圧
勝

し
剣
道
朝
日
の
強

さ
を、
ま
ざ

ま
ざ

と
見

せ
つ
け

ま
し
た。
さ

ら
に
個
人
戦
で
は、
遠
藤
智
義

君
が
健
闘

し
準
優
勝

を
か
ざ

り

ま
し
た。

中
学
剣
道
県一

は、
男
子

と

し
て
四
十
五
年
ぶ

り
の
こ
と
で

す。
こ
の
た
び
の
成
果

に
つ

い

て
学
校
で
は
「
子

ど
も
た
ち
の

努
力

は
も
ち
ろ
ん、
保
護
者
会

の
連
携

や
五
十
嵐
義一
講
師
長

を
は
じ
め

多
く
の
指
導
者

の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す」
と
語

っ

て
い
ま
す。

剣
道
部

で
は
い
ま、
八
月
二

十
四

日
の
全
国

大
会
へ
向
け

て、
強
化
合
宿

を
す
る
な
ど
猛

練
習

が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す。

（
出
場
選
手
／
阿
部
真
司 、
小

松
光
之 、

大
谷一
夫、
村
山
忍

遠
藤
智
義 、
鈴
木
泰
生 、
遠
藤

敏
行）ア

二
ス
も
健
闘

テ
ニ
ス

は
団
体

戦
で、
準
優

－
ご
意
見・
話

題

を
お
寄
せ
下
さ
い。

ー
広
報
係
｜

勝
の
酒
田
三
中

に、
ニ
対一
で

惜
敗ー
し
か
し、
個
人
戦
で、

東
海
林
清
志・
渡
辺
正
幸
組
が

順
調

に
勝

ち
進

み、
決
勝

は
温

海
山
戸
中

と
対

戦。
四
対一
で

破
り、
部
創
設
三
年
目

に
し
て

西
村
山

に
初
め

て
優
勝
杯
を
も

っ
て
き
ま
し
た。

。
hF

喜
び
の
選
手
た
ち（
右
剣
道
部
員 、

左
テ
ニ
ス
部
員）
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－
日

年

7
月
1

日
1
7

月
引
日
届
出

生

＊ 

区

名

凹
ノ
沢

夏

草

八
ツ
沼

出
生
者
氏
名
父
名

近一
服

潤

俊
幸

阿
部
成
徳

徳
雄

阿
部
晃
佳

志
良

水
と
空
気
と
緑
を
大
事
に

会
清
野
美
千
代
さ
ん（
四
ノ
沢）

八
ツ
沼

常

盤

大
谷
四

松

原

区

名

白

倉

小

原

助
ノ
巻

栄

町

長長長続
男男男柄

真
中兆一一

服

佐
竹
祐
樹

義
民

鈴
木
晴
，九

栄
吉

白
田
亜
由
美

剛

安一
服
秀
也

茂
雄

＊ 

亡

死
亡
者
氏
名

年

齢
世
帯
主

田
村

正
志
似

タ
ケ
ヨ

鈴
木

信
刊

誌

示

布
施

政
雄
日

お
そ
の

寒
河
江
恒
松
臼

き
よ
み

＊ 

姻

男

大
江
町

・

波
辺
よ
し
江

学
生
時
代
か
ら
パ
ス
ケ
γ
ト

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で 、

ス
ラ
リ
と
し
た
お
嬢
さ
ん 。

我
が
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
て

お
り 、
「
水
と
空
気
と
緑
を
み

ん
な
で
大
事
に
す
る」
こ
と
が 、

健
康
な
体
や
心
の古川
つ
源
だ
と

思
い
ま
す 。
現
在
は 、
住
事
に

追
わ
れ
る
旬
日
で
す
が 、
mH

年

団
活
動
に
も
参
加
し 、
月
に一

度
は
演
劇
鑑
日
を
す
る
と
い
う

動
静
合
わ
せ
持
っ
さ
わ
や
か
さ

ん
で
あ
る 。
た
だ
い
ま
恋
人
募

集
中
／
（
国
立
療
養
所
山
形
病

院
の
看
護
婦
お
歳〉

八
渡
辺
良
明
広
報
委
員
V

長長長二
男女女男

でさかや分、秀7
示耳才 �－ 

reR 

車に乗ったらまずベル卜

シ 卜ベルトは

あなたを守る
m

命の綱”

夏
は
交
通
事
故
が
増
加

「シ ー トベルト青島用推進運動」

互
は 、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労

に
加
え
て 、
レ
ジ
ャ
ー

や
焔
省
な
ど

で
マ
イ
カ
ー

の
利
用
が
地
ぇ 、
毎

年

交
通
事
故
が
附
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す 。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら 、
八
月

は「
シ
l
ト

ベ
ル
ト

活
用
推
進
運
動」

が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す 。

ド
ラ
イ
バ
ー

や
同
染
者
の
皆
さ

ん 、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
H

車
に
乗
っ

た
ら 、
ま
ず
ベ
ル
ト
H

を
習
慣 ，つ
け

て
く
だ
さ
い 。

回喧司
、

8月1日～31日

あ
な
た
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と

き 、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い

ま
す
か
？

昨

年

一

年

間
に
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
た
方
の
約

四
O
%
は 、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
同
乗
者
で
す 。
車
に
来

っ
て
い
て
万
が一
t

事
故
に

遭
っ
た
場
合 、
そ
の
被
害

を
防
止
し
た
り
軽
減
す
る

の
に
シ
l
ト

ベ
ル
ト

は
大

き
な
役
訓
を
果
た
し
ま
す 。
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宮
宿
小
へ

バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
寄
贈

食
大
町
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
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こ
の
ほ
ど 、
大
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

グ
ラ
ブ
（
門
間
正
治
会
長・
会
員
数

三
七
名〉
で
は 、
子
ど
も
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
向
上
の
た
め
に
と 、
宮
宿
小
学

校へ
移
動
式
パ
ッ
グ
ネ
ッ
ト

（
十
万

円
相
当〉
を
贈
り
ま
し
た 。

｛呂
小
で
は
こ
れ
ま
で 、
パ
ッ
ク
ネ

ッ
ト

が
な
か
っ
た
だ
け
に 、
こ
の
た

び
の
厚
意
に
と
て
も
喜
ん
で
お
り 、

さ
っ
そ
く
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
生
か
し

た
い
と
諮
っ
て
い
ま
す 。
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